
取扱説明書 /保証書

リラックス ウィンド

UN R129 適合チャイルドシート
【後ろ向きモード】 【前向きモード】

使用電池
単3形乾電池 ×3本
ボタン電池（CR2032）×1個

適応身長 40cm～105cmまで
適応体重 2.5kg～18.5kgまで
目安年齢 4 歳頃まで

適応月齢 生後15ヵ月を超えたら使用可能～4歳頃まで
適応身長 76cm～105cmまで
適応体重 18.5kgまで
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本取扱説明書は、必要なときにいつでも参照できるよう、
大切に保管してください。

本取扱説明書を熟読して、内容を理解した上で本製品
をご使用ください。

重 要！

本製品は、自動車の座席の ISOFIX固定装置に固定して使用するチャイルドシートです。
本製品は、最新の安全基準に適合するチャイルドシートですが、使用方法を誤ると、所
定の安全性能を発揮できないばかりか、お子さまのみならず他の乗員の方や保護者の方
の安全にも重大な影響をおよぼすおそれがあります。
安全に本製品を使用するため、あらかじめ本取扱説明書を熟読し、内容を十分に理解し
た上で本製品を使用してください。
本取扱説明書は、大切に保管して必要なときにいつでも取り出して参照できるようにし
ておいてください。

必ずお読みください
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チャイルドシートをご使用いただくにあたって、 国土交通省推奨によるユーザー登録へ
のご協力をお願いいたしております。本製品は、日本国内で使用を認められているチャ
イルドシート基準（UN R129）に適合しております。本製品は、当該基準に適合するよ
う万全の注意をもって製造されていますが、万が一基準に適さない製品が発生し、かつ
その製品が出荷されてしまった場合、直ちにその製品を入手されたお客様にご連絡を差
し上げ、対象となった製品を修理する必要があります。
このような場合に、 迅速にお客様に情報をお伝えし適切に対応できるよう、 お客様には
ユーザー登録をお願いいたしております。
同梱の「ユーザー登録はがき」または、下記の弊社ホームページよりご登録ください。
お預かりしたお客様の個人情報は、弊社が管理し、お客様の承諾を得ない限り、この緊
急の連絡の目的にのみ利用させていただきます。

ユーザー登録のお願い

https://www.katoji.co.jp/childseat.html

日本国内においては、輸入販売元の株式会社カトージにおいて、ユーザー登録、保証サー
ビス、サポートを行っておりますので、上記URLからご登録いただくか、同梱のユーザー
登録はがきによりご登録をお願いします。

はじめにお読みください



5

チャイルドシートは、 万が一の交通事故の際や自動車の急制動 ( 急発進、急停止、急な
ハンドル操作など ) によって生じる、お子さまへの負担や衝撃を軽減することを目的と
しており、お子さまを交通事故や急制動により生じる負担や衝撃から無傷で守る事を保
証する製品ではありません。
また、チャイルドシートが正しく取り付けられていなかったり、お子さまの身体がチャ
イルドシートに正しく固定されていなかったり、 お子さまの体重や体格に適さない状態
でチャイルドシートを使用したりすると、交通事故や急制動時に本製品が所定の性能を
発揮できないばかりか、本製品が動くなどして、お子さまの安全のみならず、他の同乗
者の安全にも重大な影響をおよぼすおそれがあります。
本製品を使用するにあたっては、本取扱説明書の記載内容および本製品本体の表記に
従って、常に正しく使用してください。
また、どれほど短い距離、どれほど短時間のドライブであろうとも、チャイルドシート
を常に正しく使用するとともに、慎重で安全な運転を心がけるようにしてください。

ユーザー登録に必要な情報は、本製品の底面に記載されています。

チャイルドシートについて

PRUU
CS

Model No.（モデルナンバー）
Serial No.（シリアル番号）
Manufactured Date（製造年月日）
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本製品は、UN Regulation No.129 基準に適合したチャイルドシートです。i-Size
規格に対応しており、i-Sizeに対応した自動車の座席に取り付けて使用することがで
きます。ただし車種や座席によっては、本製品の装備する機能の使用に制限が生じ
る場合がありますのであらかじめご了承ください。また自動車の取扱説明書におい
て i-Size 対応との表記がない場合でも、取り付け、使用が可能な場合もありますの
で「適合車種一覧」をご確認ください。

本製品は、適合する基準により使用可能なお子さまの範囲が定められています。本
製品はシェル部分が回転することにより、自動車の進行方向に対して後ろ向き、前
向きに切り替えて使用することができますが、それぞれ使用可能なお子さまの範囲
が異なりますのでご注意ください。
・本製品を自動車の進行方向に対して後ろ向きにして使用する場合は、身長 40cm
から105cmかつ体重18.5kg 以下のお子さまにご使用いただけます。
・本製品を自動車の進行方向に対して前向きにして使用する場合は、身長76cmか
ら105cmかつ体重18.5kg 以下のお子さまにご使用いただけます。ただし前向き
に固定しての使用は、お子さまの月齢が15ヵ月を超えてからに限ります。身長が
76cmを超えても月齢が15ヵ月以下のお子さまは後ろ向きにして使用してくださ
い。

ご不明な点については、チャイルドシートのメーカーまたは保証書欄に記載のお問い
合わせ先、お買い求めになった販売店にお問い合わせください。

1

2

3

https://katoji.co.jp/user-carseat/index.html

以下のホームページに掲載の適合車種一覧において、本製品を取り付けて使用できる車
両の情報が記載されています。

本製品の重要な情報

適合車種一覧
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この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫し
た事態が生じます。

この表示に付随して記載されている事柄は正しい状態にあることを示します。

この表示に付随して記載されている事柄は、誤った状態にあることを示します。

本取扱説明書では、本製品を使用するにあたって特にご注意、ご留意いただく事項を「危
険」「警告」「注意」に区分し、強調して表記しております。
この表記に付随して記載されている内容を無視すると、本製品を使用されるお子さまや
保護者の方、また、周りにいる方や物品に損害をおよぼすおそれがありますので、必ず
これらの内容を十分に理解した上で使用してください。

この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性
があります。

この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、軽傷または中程度の傷害を負っ
たり、本製品またはその他の物品に損害をあたえたりすることがあり得ることを示します。

「ポイント」と表記された枠に記載されている事項は、本製品をご使用いただくにあたっ
て知っておいていただきたいこと、また、本製品をより便利にご使用いただくための大
切な情報です。

その他の表記について

本取扱説明書で使用するイラストについて
本取扱説明書で使用しているイラストは、より理解しやすくするために、大きさの比率
の変更、強調、誇張などをおこなっており、実際とは異なる部分があります。あらかじ
めご了承ください。

表記の説明

警告や注意を促す事柄を示しています。

禁止事項を示します。
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本製品には、次のものが同梱されています。すべてのものが揃っていることを確認して
ください。万が一、足りないもの、破損しているものがある場合、そのままご使用にならず、
大変お手数ですが巻末の保証書に記載のお客様サービスまでご連絡ください。

内容物の確認

本製品が入っていたビニール袋などの梱包材は、本製品開梱後、直ちにお子さまの手の
届かない場所に廃棄してください。

最初にご確認ください

取扱説明書 /保証書

リラクス ウインド

ECE R129 適合チャイルドシート
【後ろ向き使用時】 【前向き使用時】
適応身長 40cm-105cmまで
適応体重 2.5kg-18.5kg まで
目安年齢 4歳頃まで

適応月齢 生後15ヵ月を超えたら使用可能～4歳頃まで
適応身長 76cm-105cmまで
適応体重 19kgまで

ISOFIX ガイド×2

本体

キャノピー

インファントインサート

サイドインパクトプロテクションポッド（SIPP）×2

専用USB-Cカーチャージャー 専用USB-Cケーブル

リモートコントローラー

本書

ユーザー登録ハガキ

単3形乾電池×3（テスト用）
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各部の名称

1

2

3

4

A

5

6
7
8

9

10
12

11
B ISOFIX ガイド

A

1

2

3

4
5

6
7

回転ロックレバー

キャノピー
ヘッドサポート
インファントインサート
肩ベルトパッド
ベルトアジャスター
アジャストベルト
ISOFIX アジャストボタン
コントロールパネル／液晶モニター
サポートレッグインジケーター
サポートレッグ
USBポート
回転レバー

リクライニングレバー
B

ハーネス／バックル
※肩ベルトと腰ベルトをあわせて［ハーネス］
と表記している場合があります。
肩ベルト（ハーネス）
腰ベルト（ハーネス）
差込みタング
バックルボタン
受けバックル
股ベルトパッド
股ベルト

専用USB-Cカーチャージャー
専用USB-Cケーブル

リモートコントローラー

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

12
11

A

1
2
3
4
5
6
7
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17

16

シェル

ベース

13

ヘッドサポートアジャストレバー

C

C

14

16

17

18
サイドインパクトプロテクションポッド（SIPP）

通気口
リバウンドバー
取扱説明書ホルダー

13
14
15

SIPPスロット
サポートレッグアジャストボタン
ISOFIXコネクター

16
17

電源スイッチ
ロック／アンロックボタン
ファンスイッチ
リクライニングスイッチ（UP）
リクライニングスイッチ（DOWN）

19
20

15

18

21

7

9 専用USB-Cケーブル

19

20

21

22

23

24

25

液晶モニター
USB-C入力ポート（DC12V/2.5A）

24
25

コントロールパネル／液晶モニター

23
22
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本取扱説明書においては、本製品を取り付ける自動車の部位、部品に関して言及してい
る箇所があります。本取扱説明書においては以下の通りの名称を用います。

自動車に関わる各部の名称

自動車の取扱説明書（オーナーズマニュアル）においては、別の名称で記載されている
場合があります。必要に応じて上図を参照し、自動車の取扱説明書の表記と照合する
ようにしてください。

ドア

前座席

シート背もたれ

シート座面

1

2

3

4

6 5

ヘッドレスト
シート肩ベルト
シートベルトタング
シート腰ベルト
シートベルトバックル
ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）

シートベルト］
1
2
3
4

6
5
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使用可能なお子さまの範囲に満たない、または超えての使用は、思わぬ事故につながる
おそれがあります。必ず「使用可能なお子さまの範囲」を遵守してください。

※ここでいう新生児とは、体重2.5kg 以上かつ在胎週数37週以上で出生したお子さまを指します。

本製品を使用できるお子さまの範囲と条件は、本製品の適合するチャイルドシート基準
のUN Regulation No.129（UN R129）によって定められており、身長40cm（体重2.5kg
以上の新生児※）以上から、身長105cmかつ体重18.5kg 以下のお子さまにご使用い
ただけます。
本製品は、シェルが前後に回転することにより自動車の進行方向に対して後ろ向き、ま
たは前向きにして使用することができますが、後ろ向きモードと前向きモードでは使用
できるお子さまの範囲が異なります。本製品の適合する基準により、それぞれの使用可
能範囲が定められています。

後ろ向き、前向きの使用条件
お子さまが生後15ヵ月かつ身長 76cmを超えるまでは、必ずシェルを自動車の進行方
向に対して後ろ向き（後ろ向きモード）にして使用してください。
本製品は後ろ向きモードでも、前向きモードでも、身長105cmまで、かつ体重18.5kg
まで使用することができます。
この範囲にあてはまらない、また、本取扱説明書に記載されている条件に適合しない場
合は、本製品を使用しないでください。
本製品は、体重2.5kg 以上の新生児※からご使用いただけます。

シェルの向きと使用条件
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お子さまの
月齢 シェルの向き 回転ロックレバーの状態

15ヵ月未満

後ろ向きモードのみ使用可能

15ヵ月を
超えてから

後ろ向きモードまたは
前向きモードで使用可能

※1年齢は参考です。身長と体重によってお子さまの使用可能な範囲が定められています。
※2生後15ヵ月を超るまでは後ろ向きモードでのみ使用可能。

使用可能なお子さまの範囲
お子さまの
身長と体重 シェルの向き お子さまの

月齢（年齢）※1
リクライ
ニング

インファント
インサート

40cm～
105cm

18.5kg 以下

後ろ向きモード

2.5 ヵ月～
4歳頃まで

1～5

身長 60cm 未満かつ体
重13kg以下のお子さま
はインファントインサー
トを使用してください。
インファントインサート
はお子さまが窮屈な状態
になるまで使用すること
ができます。

76cm～
105cm

18.5kg 以下

前向きモード

15ヵ月※2～
4歳頃まで

前向きモードでの使用
時、インファントイン
サートは使用できませ
ん。インファントイン
サートを取り外してくだ
さい。
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インファントインサートの使用

インファントインサートは３つの部位で構成され
ています。すべてを組み立てた状態で使用してく
ださい。各部を取り外してお手入れすることがで
きますが、お手入れが済んだら組み立て直してご
使用ください。

インファントインサートは、後ろ向きモードでのみ取り付けます。
前向きモードではインファントインサートは使用できませんので取り外してください。
インファントインサートの使用により側面からの衝撃を緩和する効果が期待できますの
で、身長が 60cm未満かつ体重が13kg 以下のお子さまには取り付けて使用してくださ
い。本製品を後ろ向きモードで使用している間は、お子さまの成長、着衣により窮屈に
なるまでインファントインサートを使用することができます。お子さまの姿勢が窮屈に
なった場合は取り外してください。

インファントインサートはすべてを組み立てた状態で使用してください。ヘッドパッド、クッ
ション、ボディサポート単体で、またはその一部のみ組み立て、組み合わせた状態では使
用しないでください。

❶助手席・・・・・・・・・使用できません
❷後列左右ドア側席・・・・使用できます
❸後列中央席・・・・・・・原則使用できません※

❹進行方向横向きの座席・・使用できません
❺進行方向後ろ向きの座席・使用できません
❻３列目以降の座席・・・・原則使用できません *

自動車の座席への取り付けに関して

取り付け、使用可能な座席の位置と向き

※ i-Sizeに適応するISOFIX 固定装置を装備した座席では取付
可能な場合があります。当社の適合車種一覧では、中央席は
調査いたしておりませんので、お車の取扱説明書をご確認く
ださい。

＊3列目以降の座席に関しては調査しておりません。i-Size に
適応するISOFIX 固定装置を装備した座席では取付可能な
場合があります。お車の取扱説明書をご確認ください。

ヘッドパッド

クッション（裏側）

ボディサポート

❶

❷ ❷
❸

❹
❺

❻
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図で示した座席（シート）すべてに取り付けおよび使用可能とは限りません。
前図は、座席の位置と向きについて使用の可否を記載したものです。この位置と向きに
あって、かつその他の条件を満たした座席にのみ取り付けが可能です。

自動車の取扱説明書（オーナーズマニュアル）のチャイルドシートの取り扱いに関する
記載を併せてご確認ください。

i-Size
本製品は i-Size 規格に対応しており、当社が特に指定しない限り、自動車の取扱説明書
で i-Size 対応と明記された座席に取付可能ですが、諸条件により、使用できない、また
は機能が制限される場合があります。

本製品を取り付けできない座席
本製品は、全ての自動車、全ての座席（シート）で使用できるものではありません。本
製品を取り付けて使用できる自動車、座席の情報については、お車の取扱説明書と適合
車種一覧を参照してください。

以下に示す座席では絶対に使用しないでください。この指示を守らないと、死亡または重
傷に至る切迫した事態が生じます。

進行方向に対して前向き以外の座席
本製品は、本製品を前向きにして、車の進行方向に向かって前向きの座席にのみ取り付けて使用す
ることができます。車の進行方向に向かって後ろ向きや横向きの座席では使用できません。また、
車の進行方向に向かって前向きでも、補助席などの特別な座席や、バス、電車、航空機、船などの
座席では使用できません。

フロントエアバッグを装備している座席
フロントエアバッグが作動すると、エアバッグが展開する際の急激な衝撃力によって、
チャイルドシートが押し出され、お子さまが死亡または重傷に至る切迫した事態が生じ
ます。万が一の事態に備え、機能解除ができる座席でも、フロントエアバッグを装備し
た座席での使用はお控えください。
また、自動車の取扱説明書をあわせて参照して、エアバッグの取り扱いに関してご確認ください。

助手席
本製品は、自動車の取扱説明書で「i-Size 対応」と指定された座席には原則取り付け可能ですが、
安全性と運転への支障を避けるため、i-Size 対応の有無にかかわらず、助手席での使用は推奨せず、
より安全な後部座席に取り付けてご使用ください。
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以下に示す座席では絶対に使用しないでください。この指示を守らないと、死亡または重
傷に至る切迫した事態が生じます。

チャイルドシートを安定して設置できない座席
レーシングバケットシートや極端に狭い座席、ドアやコンソールと接触する
座席など、チャイルドシートが不安定になる座席には取り付けられず、また、
適合車種であっても特殊な座席（限定モデルや座席が交換されている場合
など）では安定しない場合があるため、取り付け作業中に少しでも不安を感
じた場合はその座席では使用しないでください。

可動式の座席やドアがチャイルドシートに干渉する座席
ドアの開閉時や座席を移動させた際、ドアや座席がチャイルドシート（樹脂部品など）に干渉する座
席で使用すると、チャイルドシートの破損や、自動車の操作への影響、本製品の正しい使用状態の
維持に影響をおよぼすおそれがあります。

ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）が装備されて
いない座席
本製品は ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）が
装備された座席でのみ使用可能であり、ISOFIX
非装備座席や、使用可能なチャイルドシートの
機種名が自動車の取扱説明書で厳密に指定され
ている ISOFIX 固定装置付き座席（スペシフィッ
クヴィークル）では使用できません。

チャイルドシートを使用することによって運転、操作に支障をきたす座席
チャイルドシートを使用すると、ドアミラーが見えにくくなったり、サイドブレーキやシフトレバー、ハ
ンドル、ウインカーなどの操作に影響を与えて自動車の安全な運転に支障をきたすおそれのある座
席では使用できません。

乗員の脱出に影響を与える座席
片開きドアの座席など、チャイルドシートを使用することで緊急時
の乗員脱出が困難になるおそれがある座席では使用しないでくださ
い。i-Size 対応座席であっても、他の乗員の脱出が容易とは限りま
せん。実際に使用する前に、すべての乗員が容易に乗降・脱出できるか、
お子さまを迅速に脱出させられるかを必ず事前に確認してください。

パッシブシートベルトが装備された座席
ドアを閉めると自動的にシートベルトが装着される、パッシブシートベル
トが装備された座席では、本製品を使用できません。

適合性を確認すること
本製品は、推奨される設置位置であっても、すべての承認された車両、
座席に適合するとは限りません。適合車種一覧を必ず確認してください。
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以下に示す座席では絶対に使用しないでください。この指示を守らないと、死亡または重
傷に至る切迫した事態が生じます。

床面に構造物のある座席
本製品は、サポートレッグを自動車の床面に接地させて使用します。この
ため、床面に収納ボックスなどの構造物がある座席では使用できません。

その他、しっかりと取り付けられない座席や
動く座席
取扱説明書に従っても、しっかりと固定でき
ない、安定しない、サポートレッグが接地し
ない、取り付け作業中や使用中に動く座席な
ど、正常に取り付けて使用できない座席では
使用しないでください。

固定式の側壁（コンソールなど）が装備されている座席
本製品のシェルの回転機構を使用すると、側壁（コンソールなど）が干
渉して、自動車や本製品にキズが生じたり、破損したりするおそれがあ
ります。

以下に示す座席では使用しないでください。この指示を守らないと、軽傷または中程度の
傷害を負ったり、本製品またはその他の物品に損害をあたえたりするおそれがあります。

本取扱説明書は取扱説明書ホルダーに保管し、
必要な際にはいつでも参照できるようにしておい
てください。
取扱説明書は、本製品を使用しなくなり廃棄す
るまで常に取扱説明書ホルダーに保管して携行
してください。

取扱説明書の常時携行

チャイルドシートの角度が異常になる座席
座面が極端に傾斜しているなど、使用時にチャイルドシートの角度が異常になる座席では使用しない
でください。
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本製品の誤った使用は、所定の機能を発揮できないばかりか、お子さまのみならず他の
同乗者の方にも思わぬ危険をおよぼすおそれがあります。
ここでは、本製品をお使いいただくにあたって、注意していただきたい重要な事柄や、「し
てはならない」重要な禁止事項について説明しています。

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じることを
示します。

本書および本体の表記に従って正しく自動車の座席に取り付けること
本取扱説明書や本製品の本体に記載されている指示、ならびに本製
品を取り付ける自動車の取扱説明書の指示に従って、正しく自動車の
座席に固定し、使用してください。
正しく固定されていないと、衝突や急制動の際に本製品が所定の安
全性能を発揮できず、思わぬ事故につながるおそれがあります。

本製品は ISOFIX 固定専用です
本製品は ISOFIX 固定でのみ使用できます。3点式シートベルト
を含むその他のいかなる方法でも固定してはいけません。また、
ISOFIX 固定に加えて3点式シートベルトで追加固定をしないでく
ださい。これにより安全性が増すことはなく、かえって製品の安全
性能に影響を与え、事故につながるおそれがあります。

本製品の取り付けに関わる部位や部品に異常が認められる場合は絶対
に使用しないこと
衝突や急制動の際に本製品が外れたり大きく動くなどして、思わぬ事故
につながるおそれがあります。ISOFIX コネクターやサポートレッグ、自
動車の座席の ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）に異常がある場合は取
り付けおよび使用をしないでください。

使用上の注意

追加しての固定をしないこと
本製品は取扱説明書および本体で指示された方法でのみ自動車の
座席に固定して使用し、ひも、ベルト、テープなどの指示外のものを
固定や補強に使用すると、正しい固定に影響を与えたり、お子さま
の首や身体に引っかかったりして思わぬ事故につながるおそれがあ
るため、絶対に使用しないでください。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じることを
示します。

サポートレッグの先端が確実に床面に接するようにすること
サポートレッグを正しく使用してください。サポートレッグの長さを調節
して、先端が自動車の床面に確実に接するようにして使用します。

サポートレッグの下や周囲に物を置かないこと
サポートレッグは、自動車の床面に接地させますので、サポートレッグ
の下に物を置かないでください。また、サポートレッグが正しく機能し
なくなるおそれがありますので、サポートレッグの周囲、特にサポートレッ
グの前に物を置かないようにしてください。

指定以外の向きで使用しないこと
本製品はサポートレッグを前にして自動車の座席に固定して、お子さ
まの身長および体重に応じて、自動車の進行方向に対してシェルを後
ろ向き、または前向きのいずれかに固定して使用します。

いかなる目的でも注油しないこと
本製品が安全に機能しなくなるおそれがあります。お手入れや操作
をスムーズにするためなどの目的、方法でも、絶対に本製品に注油
や潤滑剤を使用してはいけません。

使用しない場合でも、車内では本製品を必ず固定しておくこと
お子さまを乗せていない場合でも、本製品を自動車に乗せる際は、
衝突や急制動による思わぬ事故を防ぐため、必ず取扱説明書の
指示に従って自動車の座席に正しく固定してください。

電気回路の改造、分解をしないでください
本製品の電器回路の分解や修理、コードの加工は絶対に行わないでください。発火や思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じることを
示します。

チャイルドシートを分解したり改造したり、指定外の部品を取り付け
て使用しないこと
本製品が所定の安全性能を発揮できるように、チャイルドシートの
分解、改造、指定外の部品やソフトパッド等の使用は禁止されてお
り、規格に関わる当局の承認なしに本製品に変更や部品の追加を行
わないでください。

カバー類や部品を外して使用しないこと
チャイルドシートが所定の安全性能を発揮できなくなるため、取扱
説明書で指示がない部品（カバー類、ウレタン、衝撃緩衝材を含む）
や安全に関するラベル、シールは、決して取り外して使用しないでく
ださい。

使用条件を厳守すること
本製品は適合する基準によって使用できるお子さまの条件が定められてい
ます。この使用条件を守らないと、本製品が所定の安全性能を発揮できず、
思わぬ事故につながるおそれがあります。
後ろ向き、前向き、それぞれ使用できるお子さまの条件が定められています。
本製品は、それぞれの条件に適合した状態でのみ使用することができます。

本製品は取扱説明書および自動車の取扱説明書の内容を理解した大人の方が操作すること
本製品を誤って使用するとお子さまや他の乗員に危険がおよぶため、お子さまに操作させず、第三
者に使用させる際も、本書を必ず参照させて正しく使用するように徹底してください。

ドアや可動座席による挟み込みに注意すること
本製品の金属部品やプラスチック部品が、車の可動座席やドアに挟まれないように設置・配置してく
ださい。

指定外のアクセサリを使用しないこと
本製品が所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがあります。チャイルドシート用とされていても、
当社指定外のカバー類、マット類やソフトパッド、クッションなどを本製品に追加して使用しないでく
ださい。

指定以外の耐荷重接点を使用しないこと
本製品を取り付け、使用するにあたり、本書および本製品に表記されている耐荷重接点以外を使用
しないでください。本製品の取り付け、使用にあたっては、必ず本書および本製品に表記されている
指示に従ってください。

EPP／ EPSフォーム撃緩衝材）を取り外さないこと
本製品の内部に取付けられているEPP／ EPSフォームは、本製品の安全性に関わる重要な部品で
す。絶対に取り外さないでください。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じることを
示します。

お子さまを正しく座らせて使用すること
本取扱説明書の記載に従い、本製品を正しく調節して、お子さ
まを座らせて使用してください。シートベルトを間違って使用し
たり、お子さまを立たせたり、正座、中腰の体勢で使用したり、
複数のお子さまを座らせたりしてはいけません。

ハーネスを正しく調節して常に装着すること
ハーネスは、正しく調節して使用します。ハーネスの腰ベルトはお子さまの骨盤
の上を通るように位置を調節して常にバックルを留めておくようにしてください。

ハーネスや股ベルトにねじれ、ゆるみがないようにして装着す
ること
ハーネスは、高さと長さを正しく調節してねじれがないことを
確認して、しっかりと締め付けて使用します。
股ベルトパッド、肩ベルトパッドを取り付けて、すべてのハーネ
スにねじれがないように装着してください。

ハーネス以外の方法でお子さまの身体を固定しないこと
お子さまの身体の固定は、ハーネスによってのみ行うことができます。お子
さまの首や身体に引っかかるなどして思わぬ事故につながるおそれがあり
ますので、ひもや帯状のもの、布、梱包用ベルト、テープなどを使用しては
いけません。
また、正しく固定した上に、これらのもので補強してもいけません。

お子さまを自動車内に放置しないこと
チャイルドシートの使用の有無に関わらず、いかなる場合でも、どれだけ短い
時間でも、お子さまを自動車の中に放置してはいけません。日差しにより自動
車内の温度が高くなり、熱中症・脱水症状になるおそれがあります。また、誤っ
て自動車の操作をしたりシートベルトに絡まるなどして、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じることを
示します。

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

ハーネスが正しく装着されていることを適宜確認すること
ハーネスは常に適切に調節して使用してください。適宜ハーネスの状態を
確認し、お子さまの成長や着衣の状況に応じて、適切な状態になっている
ことを確認してください。

体型が合わなくなった場合は使用しないこと
お子さまが使用可能な範囲の条件に適していたとしても、本製品に正しくお子さまを乗せた際に、
ハーネスを調節してもお子さまの身体を正しく固定できない場合には、本製品が所定の安全性能を
発揮できませんので使用を中止してください。

チャイルドシートを使用すること
多くの自動車事故が、短い距離、短い時間の移動時に発生しています。どれほど短い距離、
どれほど短時間のドライブであろうとも、必ずチャイルドシートを常に正しく使用すると
ともに、慎重で安全な運転を心がけるようにしてください。

お子さまから目を離さないこと
本製品は、常に保護者の目が届く状態で使用してください。絶対に、お子さまを本製品に乗せたま
まその場を離れるなどして放置してはいけません。安全に配慮しつつ、お子さまの状態、様子には、
常に注意を払ってください。

シェルは、後ろ向き、前向きのいずれかの向きで固定して使用すること
本製品は乗せ降ろしや向きの切り替えのためにシェルを回転させることが
できますが、使用する際は必ず後ろ向きまたは前向きのいずれかの向き
で確実に固定しなければなりません。横や斜めに向けた状態では絶対に
使用せず、本書の指示に従い正しくご使用ください。

生後15ヵ月までは後ろ向きでのみ使用可能
お子さまが生後15ヵ月を超えるまでは後ろ向きで使用し、シェルを前向きにして使用しないでくだ
さい。

リモートコントローラー、コントロールパネルを走行中に使用しないこと
運転中のわき見運転を防ぐため、運転中はリモートコントローラーやコントロールパネル
の操作を行わないでください。

衝撃を受けた製品の使用中止
交通事故にあった、落下させた、車のドアで強く挟んだ、など一度
でも強い衝撃を受けた場合は絶対に使用してはいけません。また、
本製品の部品が欠落した場合も使用してはいけません。目には見
えない損傷や部品の欠落の影響によって本製品が安全に機能しな
くなっている可能性があります。このような場合は、修理ができず、
保証の対象外となりますので、新しいチャイルドシートをご購入い
ただく必要があります。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

本製品に過度の負担を掛けないこと
本製品が損傷して所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがあ
りますので、本製品に重いものを載せたり、ドアや自動車の座席
のリクライニングで強く挟むなどしたりしないでください。また、
本製品が損傷した場合は使用を中止してください。

不適切な着衣で使用しないこと
お子さまの脱落や飛び出しを防ぐため、股ベルトを挟めな
い着衣や滑りやすい敷物の使用は避け、厚着の際はハーネ
スを確実に調節するか着衣を調整するなど、お子さまの身
体が常に正しく固定されるようにしてください。

チャイルドシートの下にクッションや敷物などを敷かないこと
座席の保護のため、チャイルドシートと座席の間に座布団やクッション
などの敷物を敷くと、チャイルドシートが所定の安全性能を発揮できな
くなるおそれがあります。
チャイルドシートを正しく取り付けた際に、自動車の座席にくぼみやキズ
が生じる可能性がありますが、あらかじめご了承ください。

走行前には、毎回チャイルドシートの状態を確認すること
他の同乗者やお子さまが触れるなどして、必要な固定部位が解除された
りしているおそれがあります。走行前には、毎回チャイルドシートが正し
い状態になっていることを確認してください。

走行中は、チャイルドシートを操作しないこと
お子さまの状態の確認でも、走行中には操作しないでください。
走行中に異常を発見したり、お子さまの状態に不安が生じたりし
た際は、速やかに自動車を安全な場所に停めてから、確認、操作
を行ってください。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

お子さまの手足を挟まないようにすること
思わぬ事故につながるおそれがありますので、本製品を操作する際に、お
子さまの手足に注意し、本製品と自動車の座席との間や本製品の回転機構
部などに手や足、指を挟まないよう注意してください。

倒式座席の場合、確実に背もたれを固定すること
自動車の可倒式座席（トランクスペースを広く使えるよう、座席の背もた
れを前に倒すことができる座席／トランクスルー）にチャイルドシートを
取り付ける場合、背もたれを確実に立てて固定してください。背もたれ
が確実に固定されていないと、使用中に突然背もたれが倒れ、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

本製品を取り付けた後に、自動車の座席のリクライニング操作や座席の移動をした場合には状態を
確認すること
これらの操作により、固定の状態が変化する可能性があります。操作をした後には、取り付けの状態
を必ず確認してください。

インファントインサートを正しく使用すること
本製品にのインファントインサートは安全基準を満たした部品です。インファントインサートはすべて
の部位を組み立てた状態で使用してください。指定外のソフトパッドやインサート類をこれに替えて
使用したり、追加して使用したり、本製品付属のインファントインサートに加工をしたりしないでくだ
さい。

中古品や劣化した本製品を使用しないこと
中古品や過去の使用履歴や保管状況、使用状況が不明なチャイルドシートは
使用しないでくだい。
見た目では判断できない構造的損傷のある可能性もあります。また、再利用に
よる事故を防ぐため使用しなくなった本製品は、「使用不可・廃棄品」と明示し、
再利用ができない状態にして廃棄するようお願いいたします。

バックル、ハーネスに異常がある場合は使用しないこと
本製品の使用中に、お子さまが飛び出したり、落下したりするおそれが
あります。本製品のバックル、ハーネスに異常を感じた場合は、使用を
中止してください。

目的外で本製品を使用しないこと
本製品は、チャイルドシートとしてのみ使用することができます。本来の目
的以外で使用すると、本製品が落下や転倒をしたり、お子さまが落下した
りするなどして、思わぬ事故につながるおそれがあります。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

お子さまを乗せたままチャイルドシートを持ち上げないこと
落下による思わぬ事故を防ぐため、お子さまがハーネスで固定され
ていても乗せたままチャイルドシートを持ち上げたり持ち運んだりし
ないでください。また、本体を持つ際は、サポートレッグが突然開い
て怪我をしないよう、サポートレッグに手を添えて持ってください。

不適切な保管をしないこと
部品の劣化が早まったり、変質するなどして本製品が正常に機能しなく
なるおそれがありますので、風雨にさらされる露天、直射日光のあたる
場所、極端に暑くなる場所、湿気の多い場所、ホコリの多い場所などで
保管しないでください。また、このような状態で長期間保管した本製品
を使用してはいけません。

ISOFIXコネクターや ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）を清潔に保つこと
ISOFIX コネクターや ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）に、食べかすや汚れ、ほこりが付着してい
ると本製品が安全に機能しなくなるおそれがあります。これらを常に清潔に保つようにして必要に応
じて正しくお手入れするようにしてください。

本製品に破損や異常がある場合や部品が欠落している場合、部品を取り外
した状態では使用しないこと
衝突や急制動の際に本製品が所定の安全性能を発揮できないおそれがあ
り、また本製品の破損部により思わぬ事故につながるおそれがあります。

電動ファンを回したまま放置しないこと
本製品には、お子さまを快適にするための電動ファンが内蔵されています。モーターの過熱、発火
のおそれがありますので、電動ファンを回したまま放置しないでください。

専用USB-Cカーチャージャーを使用して、自動車の電源ソケット（アクセサリーソケット）から給電
すること
本製品の電動ファンや電動リクライニング機構を稼働させる際は、本製品の故障、過熱、発火を防
ぐため、専用USB-Cカーチャージャーを使用して自動車の12Vの電源ソケット（アクセサリーソケッ
ト）から給電し、モバイルバッテリーなど他の方法による給電は絶対に行わないでください。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

以下に記載する内容を守らなければ、軽傷または中程度の傷害を負ったり、本製品または
その他の物品に損害をあたえる可能性があります。

車内の物品は固定しておくこと
急制動などの際に、チャイルドシートを使用しているお子さまのみな
らず他の同乗者にあたるなどしてケガを負うおそれがありますので、
自動車内にある動く物品は適切に固定するようにしてください。

部品の過熱に注意すること
ヤケドを負うおそれがありますので、チャイルドシートの金属部品や樹脂部品
が日光により過度に加熱していないか確認してからお子さまを乗せてくださ
い。また、本製品を操作する方も温度を確認してから操作するようにしてくだ
さい。野外に駐車する際には、直射日光を避けて日陰に駐車したりチャイル
ドシートに覆いをしたりするなどして加熱を防ぐようにしてください。

トランク内での保管に注意すること
本製品の破損につながるおそれがあります。本製品を自動車のトランクに入れて保管する場合は本
製品の上に他の物を載せないように注意してください。また、トランク内は高温になりますので長期
間にわたるトランク内での本製品の保管は避けてください。

バックルやハーネスを自動車のドアやシートに挟まないよう注意すること
本製品のバックルやハーネスを自動車のドアやシートで挟まないように注意してください。また、バッ
クルにほこりやゴミが付着したり入り込まないように、お子さまを乗せていない場合でもバックルを
留めておくようにしてください。

お子さまの誤飲に注意してください
本製品のリモートコントローラーにはボタン電池（CR2032）を使用しますので、お子さまが誤飲し
ないよう取り扱いには十分にご注意ください。

付属の専用品以外は使用しないでください
本製品への給電には、付属の専用USB-Cカーチャージャーと専用USB-Cケーブルを使用してくだ
さい。これらの市販品や、USB-C 延長ケーブルは使用しないでください。

破損した専用USB-Cケーブルを使用しないでください
感電、ショートするおそれがあります。専用USB-Cケーブルや専用USB-Cカーチャージャーに異
常がある場合は、これらを使用しないでください。なお本製品は、電源に接続しなくてもチャイルド
シートとして使用することができます。
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以下に記載する内容を守らなければ、軽傷または中程度の傷害を負ったり、本製品または
その他の物品に損害をあたえる可能性があります。

ハーネスなど、本体以外の部分を持って本製品を持ち上げないこと
本製品を持ち上げる際にハーネスを持ったりインファントインサート、生地部分、
キャノピーを持つなどして持ち上げないでください。本製品が破損、落下するお
それがあります。
本製品を持つ場合はサポートレッグを手で支えながらベース部分を持つようにし
てください。

適切な方法でお手入れすること
チャイルドシートが安全に機能しなくなるおそれがありますので、お手入れ
やメインテナンスの際に、稼働部、接合部に潤滑油を使用してはいけませ
ん。本製品のお手入れは本取扱説明書の指示に従っておこなうようにして
ください。

ISOFIX ガイドに汚れが付着していないか適宜確認すること
汚れ、ホコリ、食べかすなどが ISOFIX ガイド内に侵入すると本製品の固定に影響をおよぼすおそ
れがあります。ISOFIX ガイドは必要に応じて取り外してお手入れしてください。
長期間使用しない場合は電池を抜いておくこと
液漏れのおそれがありますので、長期間使用しない場合はリモートコントローラーのボタン電池、ベー
スの乾電池を抜いて、お子さまの手の届かない場所に保管してください。
使用済みの電池は取り外すこと
使用済みのバッテリーは取り外し、端子をショートさせないようにして、お住まいの自治体の指定す
る方法で正しく廃棄してください。

保護フィルムはお子さまの手の届かない場所に廃棄してください
コントロールパネルのディスプレイ画面を保護している輸送用フィルムは、初回使用前に完全に剥が
してください。剥がしたフィルムはお子さまの手の届かない場所に廃棄してください。

リモートコントローラをお子さまに操作させないでください
本製品の電動機構（リモートコントローラー）は玩具ではありません。大人専用であり、お子さまに
使用させることはできません。電動機構は、必ず大人が操作し、お子さまが手足などを挟んで怪我
をしないよう、機構の作動中は目を離さないようにしてください。

非充電式バッテリー（電池）の充電禁止
非充電式のバッテリーを充電しようとしないでください。

バッテリー（電池）の混用禁止
異なる種類のバッテリーを混ぜて使用したり、新しいバッテリーと使用済みのバッテリーを組み合わ
せて使用したりしないでください。
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以下に記載する内容を守らなければ、軽傷または中程度の傷害を負ったり、本製品または
その他の物品に損害をあたえる可能性があります。

極性（±）を確認してバッテリー（電池）を挿入すること
バッテリーを挿入する際は、正しい極性で入れてください。

ご使用前にお使いの自動車の座席に正しく本製品を取り付けられるか、ご確認ください
正しく取り付けできないと、衝突や急制動の際に、本製品が所定の安全性能を発揮することができ
ません。

長期間使用しない場合は自動車の座席から取り外してください
本製品を長期間使用しない場合は、自動車の座席に取り付けたままにせず座席から取り外して車外
に出して適切に保管してください。

長時間連続して使用しないこと
お子さま、特に新生児期のお子さまを長時間にわたり同じ姿勢で固定すると、お子さまにストレスや
疲労をあたえる可能性があります。より快適にご使用いただくために適宜お子さまをチャイルドシー
トから降ろして、お子さまが自由に動けるようにしてあげてください。
また、安全運転のためにもなりますので最低でも1時間に1度は連続した休憩をとるようにしてくだ
さい。

疑問点、ご不明な点は、販売店またはお客様サービスに問い合わせください
お手入れ、メンテナンスついて疑問がある場合や、部品の交換、補修については、本製品をお買い
求めになった販売店または巻末に記載のお客様サービスにお問い合わせください。

取扱説明書は所定の取扱説明書ホルダーに入れておくこと
いつでも取り扱い方法を確認できるよう、本書は常にベース背面の取扱説明書ホルダーに入れて保
管しておいてください。
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緊急時の操作
交通事故などの緊急時には、あわてず本製品のバックルボタンを押し下げてハーネスを
外し、速やかにお子さまを自動車外に脱出させてください。
そして直ちにお子さまの応急処置を行い、医師の診断を受けるようにしてください。
お子さまの脱出の際に、ハーネスや自動車のシートベルトにお子さまが絡まないように
注意してください。バックルボタンが機能しない場合は、以下の方法でお子さまを脱出
させてください。

ISOFIXコネクターを外し本製品ごと取り外す
シートベルトカッターでハーネスを切断する

バックルボタンが機能しない場合



30

電池をセットする
本製品では、以下の電池を使用します。いずれもテスト用となっておりますので電池の
残量が少なくなりましたら、別途お買い求めの上交換してください。

単 3形乾電池（アルカリ） ×3本 コントロールパネル用の電源として
ボタン電池（CR2032） ×1個 リモートコントローラー用

電池を使用しても、本製品の電動ファン、電動リクライニング機構は使用できません。
これらの機構は、自動車の電源ソケットからベースのUSBポートに給電することによ
り使用することができます。

電池を飲み込むと危険です。万一飲み込んだ場合は、すぐに医師の診察を受けてください。

なお、電動ファン、電動リクライニング、液晶パネルは使用できませんが、本製品は電
池および12V給電がない状態でも安全に使用することができます。

単3形乾電池
単３形乾電池（3本）は、本製品ベース底面の電池ボックスにセットします。本製品を
横向けにするなどして蓋を開け、セットしてください。
電池交換も同じ手順で行います。

本製品は重量がありますので、横向けにした際には、倒れたりしないように注意してくだ
さい。

電池ボックス、電池ケースに表示されているプラス（＋）とマイナス（―）の向きを確認し、
極性を正しく合わせて入れてください。極性を間違えると、故障や発熱、液漏れの原因と
なります。

記載されている種類の電池（単3形アルカリ乾電池およびCR2032）を必ず使用してく
ださい。

アルカリ乾電池とマンガン乾電池、または新品の電池と使いかけの電池など、種類の異
なる電池や新旧の電池を混ぜて使用しないでください。異なる種類・状態の電池を混ぜ
ると、液漏れや破裂の原因となる場合があります。

使用済みの電池は、お住まいの自治体の定めに従い正しく廃棄してください。

電池が製品に同梱されているかど
うか確認すること
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01
ベース裏面の電池ボックスの蓋を開けます。

02
極性（プラス・マイナス）を確認して、電池をセットします。

蓋をしっかりと閉じます。
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ボタン電池（CR2032）

⊖

➡

01
①コイン等を先端部に差し込み、
②リモートコントローラーを開けます。
③ボタン電池を交換します。古い電池を取り外し、新しい電池を⊕を下向けにしてケー
スの爪の部分に固定されるまで押し込みます。カチッと音がして確実に固定されたこ
とを確認してください。
④ケースを閉じます。カチッと音がしてしっかりと閉じられていることを確認してくだ
さい。

リモートコントローラーにはあらかじめテスト用電池が組み込まれてい
ます。 ご使用前に、リモートコントローラーから出ている絶縁フィル
ムを矢印の方向に引き抜いてください。

ボタン電池をお子さまが誤って飲み込まないように注意してください。使用済みの電池は、
お子さまの手の届かない場所で安全に廃棄してください。お住まいの自治体の定めに従っ
て正しく廃棄してください。

①

②

③

④

電池交換の手順

絶縁フィルムは、誤って口にしないよう、お子さまの手の届かない場所
に廃棄してください。

残量が少なくなりましたら、別途お買い求めの上交換してください。
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基本的な使いかた
ここでは、本製品の基本的な使いかたについて説明しています。実際に使用する際は、
お子さまの体重や体格、月齢に合わせて調節してください。

01
バックルを外すには、受けバックルを握ってバックルボタンを押し下げます。
「カチッ」と音がして、差込みタングが外れます。

適切に使用すること。不適切な使用は、思わぬ事故につながります。本書に記載されてい
るすべての事柄を理解して、本製品を正しく取り付け、お子さまの身長、体重、体格、月
齢に応じて本書の指示に従い、適切に使用してください。

バックルの外しかた

バックルの操作は固めです。バックルは、安全のため操作が固めになっています。お子さ
まの腹部を押さないように、受けバックルを手で握ってバックルボタンを操作してください。

➡

本製品のバックルに磁石が使用されています。磁石により影響を受ける機器などを近づけ
ないようにしてください。また、ペースメーカーを使用されている場合は、磁石により影
響を受けるおそれがありますので使用を避けてください。

バックルの使いかた
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バックルの留めかた

02
軽くハーネスを引いて、バックルがしっかりと留まっていることを確認してください。

バックルの破損、汚損、ケガを防ぐため、お子さまが使用していないときや保管すると
きもバックルは常に留めておくようにします。

バックルは確実に留めて使用してください。バックルが正しく留まっていないと、本製品の
使用中に急にバックルが外れ、お子さまが本製品から飛び出したり、落下したりするなど
して思わぬ事故につながるおそれがあります。バックルに異常がある場合は、ただちに本
製品の使用を中止して、巻末の保証書に記載のお客様サービスまでご連絡ください。

01
バックルを留めるには、ハーネスをねじらないように注意して、
①向かって左側の差込みタングを、右側の差込みタングに乗せるようにして合わせて、
②そのまま受けバックルに差し込み、
③「カチッ」と音がするようにしてバックルを留めます。バックルが正しく留まると、バッ
クルボタンの下に緑色のインジケーターが現れます。

バックルを清潔に保ってください。バックルの中に食べかすやゴミが入らないよう注意して
ください。お子さまを乗せて使用しない場合でも、常にバックルは留めておくようにしてく
ださい。

➡➡

①
②

③

緑色
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マグネット（磁石）が使用されています。一部の医療機器には影響を与えるおそれがあり
ますのでご注意ください。また、時計、磁気テープ、磁気カードなど磁気の影響を受ける
おそれがあるものは近づけないでください。

差込みタング受け
本製品には、お子さまの乗せ降ろしに便利な差込みタング受けが装備されています。
シェルの左右側面にある差込みタングの図が刺繍された部分に差込みタングを乗せると
マグネットで留めておくことができます。
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お子さまの体格や月齢、着衣の状態に応じて肩ベルト（ハーネス）の長さを調節します。

肩ベルト（ハーネス）は必ず適切な長さに調節してください。肩ベルトが締められすぎて
いたり、ゆるんでいたりすると、事故や衝撃の際に、お子さまが本製品から飛び出したり
肩ベルトが首に絡まるなどして思わぬ事故につながるおそれがあります。

01
肩ベルトをゆるめるには、
①シートの前端のベルトアジャスター（穴の中
にありますので外側からは目視できません）
を押し込みながら、
②肩ベルトを持って、ゆっくりと手前に引き出し
ます。肩ベルトパッドを持つと、肩ベルトの
引き出しができませんのでご注意ください。

ハーネスの長さ調節

ベルトアジャスターは穴（切れ込み）の中にありま
す。外側からは見えません。

肩ベルトを持って引き出します。肩ベルトパッドを
持つと引き出せません。

02
①アジャストベルトを手前に引くと、
②肩ベルトが締まります。

アジャストベルトはゆっくりと引いてください。勢いよくアジャストベルトを引いたり、ハー
ネスを強く締めすぎると、お子さまに過剰な負担が掛かります。肩ベルトは適切な長さに
締め付けてください。

①

②

①

②
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ヘッドサポートと肩ベルト（ハーネス）の高さは連動しています。ヘッドサポートの高
さを調節すると、自動的に肩ベルトの高さも調節されます。お子さまの成長に合わせて、
ヘッドサポートと肩ベルトの高さを適切に調節してください。

肩ベルトは必ず適切な高さに調節してください。肩ベルトの高さが適切でないと、衝突や
急制動の際にお子さまが本製品から飛び出したり、肩ベルトがお子さまの首に絡まるなど
などして、思わぬ事故につながるおそれがあります。

ハーネスの高さ調節

参照 P66＞お子さまの乗せ降ろし＞ 06

01
あらかじめ、ハーネスをゆるめておきます。

参照 P36＞ハーネスの長さ調節

02
①ヘッドサポートアジャストレバーを握りながら、
②ヘッドサポートを上下にスライドさせて、ヘッドサポートの高さを調節します。目的
の高さで握った手を放して軽く上下に動かすと「カチッ」と音がしてヘッドサポート
が固定されます。

ヘッドサポートの高さは6段階で調節できます。

ハーネスとヘッドサポートは連動しています。ハーネスをゆるめておかないと、ハーネス
が伸びきって、ヘッドサポートが高くなる方向に動きません。

①

②

ヘッドサポートアジャストレバー
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身長が 60cm未満かつ体重13kg 以下のお子さまは、インファントインサートをお使い
ください。

参照 P14＞インファントインサートの使用

取り外し、取り付け

インファントインサート

01
インファントインサートを取り外します。
あらかじめハーネスをゆるめておきます。

02
バックルを外し、差込みタングをシェルの外側に
出して差込タング受けに留めておきます。左右と
も同じようにしてください。

股ベルトパッドは、必ず取り付けなおしてくだ
さい。股ベルトパッドが取り付けられていな
いと、本製品が所定の安全性能を発揮でき
ません。

インファントインサートを取り付ける場合
は、先にインファントインサートを受けバッ
クルに通してから股ベルトパッドを取り付け
てください。

03
以下を参照して股ベルトパッドを受けバックルか
ら抜き取ります。

参照 P36＞ハーネスの長さ調節

参照 P35＞差込みタング受け

参照 P75＞股ベルトパッド
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04
①インファントインサートの通し穴から受
けバックルを抜いて、
②インファントインサートを取り外します。

05
股ベルトパッドを取り付けてバックルを留
めます。
以下を参照して正しく取り付けてください。

インファントインサートの取り付けは、取り外しの逆の手順で行ってください。

インファントインサートの分解
インファントインサートは、お手入れのために分解することができます。インファント
インサートを使用する場合は、すべてを組み立てた状態で使用してください。

01
ヘッドパッドとクッションは、ボディサポー
トの裏側にぞれぞれホックボタン（2カ所）
で取り付けられています。
ホックボタンを外して、ヘッドパッド、クッ
ションを取り外してください。

クッションは洗濯できません。

ホックボタン

ヘッドパッド

クッション

ボディサポート

①

②

参照 P75＞股ベルトパッド

通し穴
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参照 P14＞インファントインサートの使用

02
ヘッドパッドに内蔵されているクッションプレートは、お
手入れ（洗濯）できませんので取り外してください。
クッションプレートはヘッドパッド裏面の開口部から抜
き取ることができます。

クッションプレートを取り付ける場合には、樹脂プレー
ト側をヘッドパッドの開口部側（裏面側）にして取り
付けてください。
破損のおそれがありますので、クッションプレートを
洗濯しないでください。

03
インファントインサートの組み立ては逆の手順で行ってください。
インファントインサートは、ボディサポート、クッション、ヘッドパッド（クッションプ
レート）のすべてを組み立てた状態でのみ使用できます。

開口部

クッションプレート

サイドインパクトプロテクションポッド（SIPP）

本製品には事故時などに生じる側面からの衝撃を緩和する安全機構のサイドインパクト
プロテクションポッド（SIPP）が同梱されています。
SIPPは、お子さまを乗せて使用する状態で自動車のドア側のシェルに取り付けて使用し
ます。
SIPPは 2個同梱されていますが、1つは予備となります。SIPPを 2個同時には使用し
ないでください。
実際にご使用になる前に、SIPPを取り付けてみて、ドアの開閉に干渉しないかご確認く
ださい。ドアに干渉する場合は SIPPは使用しないでください。
また、シェルを回転した際に車内の構造物に干渉する場合も、SIPPを取り外して使用し
てください。
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座席の位置に注意してください。SIPP は、お子さまを乗せて使用する状態で、
自動車のドア側になるように取り付けます。本製品はシェルを回転させて後ろ
向き、または前向きで使用しますので、使用する向きに応じて左右を確認して
SIPP を取り付けてください。
中央席側（他の乗員側）には取り付けないでください。事故や衝撃を受けた際に、
中央席側の乗員にSIPP があたりケガをするおそれがあります。

01
SIPPを取り付けるには、取り付ける側のSIPP
スロットに、ボタンを手前側にして差し込み
ます。「カチッ」と音がして、SIPP が固定され
たことを確認してください。

02
取り外すには、
①SIPPのボタンを押しながら、
②引き抜きます。

ボタン

SIPPスロット

①

②
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リクライニング

本製品にはシェルの角度を変えるリクライニング機構が装備されています。
リクライニングは、5段階で調節可能です。後ろ向きモード、前向きモードとも5段階
で調節して使用することができます。

リクライニングは、お子さまの成長に応じて適切に調節してください。特に、月齢の低
い間は、お子さまの様子を常に確認しながらリクライニングの調節をするようにしてく
ださい。お子さまの首がしっかりと座るまでは、リクライニングを最も寝かせた状態で
使用します。

電動リクライニングは、ベースのコントローラーパネルまたはリモートコントローラー
から操作することができます。
安全のため、コントローラーパネルの操作をロックすることもできます。ロックすると、
リモートコントローラーでのみリクライニング操作ができます。

参照 P70-71 ＞コントロールパネル　※ロック／アンロックボタン参照

電動リクライニング

後ろ向き 前向き

電動リクライニングを操作する際には、操作する方やお子さま、他の乗員が手指を挟まな
いように注意してください。

電動リクライニング使用時に、異臭、異音、過熱がする場合は使用を中止して、専用
USB-Cカーチャージャーをアクセサリーソケットから抜いてください。

本製品の電動リクライニング機能を使用するには、アクセサリーソケット（シガーソケッ
ト）からの電源供給（12V）が必要です。 あらかじめ以下を参照して準備を完了させ
てから、操作を行ってください。

参照 P57-58 ＞アクセサリーソケットに接続する
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01
シェル（背もたれ）の角度を倒すには、コントロールパネルまたはリモートコントローラー
の  ボタンを押します。一度押すとシェルが一段階倒れます。

リモートコントローラーの  ボタンは、それぞれ一度にシェルを最も起こした状
態、最も倒した状態にするためのボタンです。

押す

押す

シェル（背もたれ）の角度を起こすには、コントロールパネルまたはリモートコントロー
ラーの  ボタンを押します。一度押すとシェルが一段階起きます。

押す

押す

02
リクライニングの段階は、液晶モニターに表示されます。

数字で表示

●の数で表示

機構部の内部処理タイミングのズレにより、リクライニングの段階が表示されなかった
り、誤った数字が表示される場合がありますが、故障ではありません。
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03
リモートコントローラーの  ボタンを一度押す、またはコントロールパネルの  
 ボタンを押し続けると、リクライニングをそれぞれ最も立てた状態、寝かせた状態に

することができます。

押す

押し続ける コントロールパネルの   ボ
タンは、押し続けている間連続して
リクライニングが調節されます。

マニュアルリクライニング
電動リクライニングによらず、手動でリクライニングを調節することもできます。

01
シェルの座面部先端下の、
①リクライニングレバーを引き
上げて、

②シェルの角度を調節します。

リクライニングレバーは、シェルの座面部先端の下にあります。後ろ向きモードで使用し
ている場合、シート背もたれと本製品の間に手を差し入れて操作することになりますので、
手指を挟まないように注意してください。

思わぬ事故やケガにつながる恐れがありますので、リクライニングレバーで調節している
ときには、電動リクライニングを操作しないでください。

機構部の内部処理タイミングのズレにより、リクライニングの段階が表示されなかった
り、誤った数字が表示される場合がありますが、故障ではありません。
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キャノピー
お子さまの日除けになるキャノピーが付属しています。キャノピーは着脱できますので、
必要に応じて取り付け、取り外しをしてください。

取り付け、取り外し

01
取り付けるには、あらかじめハーネスをゆるめて、ヘッド
サポートを高い位置に調節しておきます。

参照 P36＞ハーネスの長さ調節

参照 P37＞ハーネスの高さ調節

キャノピースロット

02
キャノピーの前後を確認します。メッシュ、
ホックボタンのある側が後ろになります。

前 後

メッシュ

ホックボタン

03
キャノピー左右のブラケットをヘッドサポート左右のキャ
ノピースロットにそれぞれしっかりと「カチッ」と音がし
て固定されるまで差し込みます。

キャノピースロット

ブラケットキャノピーを閉じた状態で作業すると、より
簡単に取り付けられます。
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04
キャノピー後部のホックボタンをヘッドサポート
に留めます（2ヵ所）。

ヘッドサポートの位置が低すぎるとホックボ
タンを留めることができません。ボタンが留
めにくい場合は、ヘッドサポートをさらに高
く調節してください。

使いかた
キャノピーの先端を持って前後に動かすとキャノピーを開閉することができます。

キャノピーを閉じるとお子さまの様子を確認しにくくなります。特に月齢の低いお子さまの
場合は、適宜キャノピーを開いてお子さまの様子を確認するようにしてください。

05
キャノピーを軽く動かして、確実に固定されていることを確認してください。

キャノピーで顔が覆われると窒息の危険があります。キャノピーが外れないよう、ブラケッ
トは左右とも奥まで確実に差し込み、左右のホックボタンを確実に固定してください。

06
キャノピーの取り外しは逆の手順で行います。
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シェルの回転
本製品はシェルを回転させて、後ろ向き、前向きにモードを切り替えてして使用するこ
とができます。
前向きにしての使用は、お子さまの身長が 76cmを超え、かつ生後15ヵ月を超えてか
らとなります。それまでの期間は、後ろ向きモードでのみ使用することができます。
本製品では、誤ってシェルを前向きにしないようにする回転ロック機構を装備していま
す。回転ロック機構を使用すればシェルは前向きに回転できなくなりますので、誤使用
のリスクを軽減して、より安心して本製品をご使用いただけます。
回転ロック機構は、シェル前端下部の回転ロックレバーを操作して使用します。

回転ロック機構

02
お子さまが生後15ヵ月かつ身長76cmを超えるまでは、後ろ向きモードでのみ使用す
ることができます。この場合、回転ロックレバーを右にスライドさせてシェルの回転を
ロックしてください。これにより、シェルはお子さまの乗せ降ろしのために横向きには
回転しますが、前向きになるまでは回転できなくなります。

01
回転ロックレバーを左右にスライドさせて回転ロック
機構を操作します。

シェルを回転させる場合はSIPP の向きを確認してください。SIPP はお子さまを乗せ
て使用する状態でドア側になるようにシェルに取り付けます。

回転ロックレバー
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03
お子さまが生後15ヵ月、身長76cmを超えて前向きモードで使用することができるよ
うになったら、回転ロックレバーを左にスライドさせて回転ロックを解除してください。
これにより、シェルは後ろ向き、前向きのどちらにも回転するようになります。

本製品は、前向きモードでの使用可能最終期まで、後ろ向きモードでも使用すること
ができます。前向きモードで使用しない場合は、回転ロックレバーは右にスライドさせ
たままでご使用いただけます。

回転のしかた

01
前向きから後ろ向きに回転させます。シェルの左右にある、
①回転レバーを引き上げて、
②シェルを回転させます。
シェルを横向きの状態にすると、お子さまの乗せ降ろしがしやすくなります。

シェルは横向きの状態では固定されませんのでご注意ください。

回転レバーは左右両方を操作する必要はありません。いずれか一方を引き上げれば回
転させることができます。

➡

回転レバー

①

②
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02
そのままシェルを後ろ向きになるまで回転させると、「カ
チッ」と音がしてシェルが後ろ向きで固定されます。
シェルを軽く動かして、確実に後ろ向きで固定されてい
ることを確認してください。

回転操作を行うと、液晶パネルにシェルの固定状態が表示されます。

03
後ろ向きから前向きへの回転も操作方法は同様です。ただし、前向きになるまで回転さ
せるには回転ロックレバーを解除の状態（左側にスライドされている）にしておく必要
があります。
前向きに回転させた場合も、シェルを軽く動かして、確実に前向きで固定されているこ
とを確認してください。
参照 P47-48 ＞回転ロック機構

前向きで固定 後ろ向きで固定 固定されていない

正しく固定されると、固定状態が約5秒表示された後、元の表示に戻ります。
固定されていない場合、正しく固定されるまでの間、固定を促す表示が続きます。

回転ロックレバーの状態に関わらず、前向きから後ろ向きへの回転は可能です。回転ロッ
クレバーが右側にスライドされてロック状態になっている場合、前向きから後ろ向きへ
の回転はできなくなります。
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電動ファン

本製品にはシェル内部に電動ファンが組み込まれ
ています。気温の高い日などにシェル内の空気を
循環させて快適に調節することができます。電動
ファンを使用するには、アクセサリーソケット（シ
ガーソケット）からの電源供給（12V）が必要です。 
あらかじめ以下を参照して準備を完了させてから、
操作を行ってください。

参照 P57-58 ＞アクセサリーソケットに接続する

電動ファンの使用時に、異臭や異音がしたり、
過熱が生じた場合は、ただちに使用を中止し
て、専用USB-Cカーチャージャーをアクセ
サリーソケットから抜いてください。

01
電動ファンを動かすには、コントロールパネルの  ボタン、またはリモートコントロー
ラーの  ボタンを押します。
風量は３段階で調節可能で、  または  を押すたびに［強］→［中］→［弱］の順に調
節されます。
●コントロールパネルでは、［弱］の後にもう一度  を押すと電動ファンが停止します。
　また、  を長押ししても電動ファンを停止させることができます。
●リモートコントローラーで電動ファンを止めるには、  を押ししてください。

押す/長押しで停止

●の数で風量を表示

［強］ ［中］ ［弱］ ［停止］

長押しで停止

コントロールパネル リモートコントローラー

［強］ ［中］ ［弱］ ［停止］
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自動車の座席への取り付けかた
安全のため、取り付け、取り外しの作業中はお子さまを近づけないようにしてください。

取り付けかた

01
座席のシートベルトは留めずに、巻き取るなど
して邪魔にならないようにしておきます。シー
トベルトタングやシートベルトバックル、その
他のものの上に本製品を乗せないように注意し
てください。

02
ISOFIX ガイドを、座席の ISOFIX 固定装置（ロ
アアンカー）に差し込みます。ISOFIX ガイド
の切込部を ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）
に差し込むようにして取り付けてください。

車種によっては、ISOFIX ガイドを差し込めない場合があります。その場合は、ISOFIX
ガイドを差し込まずに本製品を取り付けることもできます。ただし ISOFIX 固定装置（ロ
アアンカー）の周囲の座席の生地にキズがつく場合がありますので、あらかじめご了承く
ださい。
ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）の場所や使いかたについては自動車の取扱説明書を
参照してください。

切込部 ISOFIX ガイド

ISOFIX 固定装置
（ロアアンカー）上

下

ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）に取り付ける
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サポートレッグは固定されていません。本
体を持ち上げるとサポートレッグが開き（閉
じ）ますのでご注意ください。

03
サポートレッグを最後まで開きます。

04
①ベース先端部の ISOFIXアジャストボタンを押し込みながら、
ISOFIXコネクターを引き出します。最後まで引き出してください。

ISOFIX コネクターは左右連動していますので、左右のいずれか一方を引けば両方の
ISOFIXコネクターを引き出すことができます。

サポートレッグ

①

②

ISOFIX アジャストボタン

ISOFIXコネクター
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05
本製品をシート座面に置き、左右の ISOFIXコネクターを、それぞれ ISOFIX ガイドに
差し込みます。左右それぞれカチッと音がして ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）に固
定されるまでしっかりと差し込んでください。

06
ISOFIXコネクターの ISOFIX インジケーターが左右とも緑色になっていることを確認し
ます。必ず左右両方とも確認してください。
左右いずれか一方でも緑色になっていない（赤色のまま）場合は、もう一度操作をやり
なおしてください。

緑色

ISOFIXインジケーター

赤色
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ISOFIXコネクターが確実にISOFIX 固定装置（ロアアンカー）に取り付けられていないと、
衝突や急制動の際に、チャイルドシートが自動車の座席から外れて思わぬ事故につながる
おそれがあります。
左右の ISOFIXインジケーターのいずれか一方でも赤色の場合は正しく取り付けられて
いない状態ですので、両方の ISOFIXインジケーターが緑色になるよう取り付け直してく
ださい。

07
本製品を手前に引いて ISOFIXコネクターが抜けないことを確認します。

液晶パネルに ISOFIXコネクターの固定状態が表示されます。
左右いずれか一方でも正しく固定されていない場合は赤色で×が表示され、左右とも正
しく固定されると緑色で ✓が表示されます。

シェルの回転または ISOFIXコネクターの固定操作を行うと、コントロールパネルの電
源が自動ONになりますが、12V 給電がない場合、5分間の無操作で自動シャットダ
ウンされます。

08
① ISOFIXアジャストボタンを押し込んで、
②本製品をシート背もたれ側に押し付けます。リバウンドバーがシート背もたれに接す
るまでしっかりと押し込んでください。

リバウンドバー
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09
①サポートレッグアジャストボタンを左右から押し込んで、サポートレッグの長さを調
整します。サポートレッグの先端が、まっすぐ床面に接して、かつベースが座席のシー
ト座面から浮き上がらないようにします。

サポートレッグインジケーターが緑色になっているこ
とを確認します。赤色の場合は、サポートレッグが正しく調整されていませんので、
緑色になるまで調節しなおしてください。

緑色

サポートレッグインジケーター

サポートレッグアジャストボタン

サポートレッグが完全に床面に接地すると、サポートレッグインジケーターは緑色になり
ます。赤色の場合は、サポートレッグが完全には接地していませんので、サポートレッグ
を調節して、サポートレッグインジケーターが緑色になるようにしてください。

サポートレッグは、安全上、大変重要な部品です。サポートレッグは、自動車の床面の平
面部に接地させますので、サポートレッグの下に物を置かないでください。また、サポー
トレッグが正しく機能しなくなるおそれがありますので、サポートレッグの周囲、特にサポー
トレッグの前に物を置かないようにしてください。
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ベースをシート座面から極端に浮かせないように注意してください（車種によっては、多少
浮くこともありますが、使用には差支えありません）。サポートレッグを調節する際には、ベー
スの底面がシート座面に、サポートレッグが床面に、それぞれ接している状態にします。

背もたれ側に押し付けすぎると、座席によっては
サポートレッグが過剰に座席に干渉する場合が
あります。サポートレッグが過剰に干渉しない範
囲で押し付けるようにしてください。
押し付けすぎた場合は、ISOFIX アジャストボタ
ンを操作して、少し手前に引き戻してください。

10
正しく固定されていることを確認します。
以下のチェックリストを確認してください。一つでも正しくない部分があれば、正しい
状態になるよう操作しなおしてください。

✓チェックリスト
❶ベースのリバウンドバーがシート背もたれに接するまで
しっかりと押し込まれていること。

❷左右の ISOFIX コネクターが ISOFIX 固定装置（ロア
アンカー）に固定され、ISOFIX コネクターのインジ
ケーターが左右とも緑色になっていること。

❸ベースの底面がシート座面に接していること（極端に
浮いていないこと）。

❹シェルが後ろ向き、または前向きで固定されていて、
回転インジケーターが緑色になっていること。

❺サポートレッグインジケーターが緑色になっているこ
と。

❻サポートレッグが完全に開かれていて、サポートレッグ
の先端が床面に接していること。

❼サポートレッグの下、周辺に物が置かれていないこと。

❶

❷

❸

❹
❺

❻
❼
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アクセサリーソケット（シガーソケット）に接続する

01
専用USB-C カーチャージャーに、専用USB-C ケーブ
ルのプラグを接続します。

付属の専用品をご使用ください。市販のUSB-C
ケーブル、延長ケーブルなどは使用しないでくださ
い。

➡

02
自動車のアクセサリーソケット（シガーソケット）DC12Vに、専用USB-Cカーチャー
ジャーを差し込みます。「カチッ」と音がするまでしっかりと差し込んでください。

アクセサリーソケット

自動車のアクセサリーソケットから本製品に給電します。以下の操作は、先に本製品を
座席に固定してから行ってください。

専用USB-Cケーブルの取り扱いや接続の際は、お子さまの安全に十分配慮してください。 
お子さまの体にケーブルが巻き付いたり、首に絡まったりすると、窒息や重大なけがにつ
ながるおそれがあります。ケーブルは保護者の目の届かない場所で使用したり、放置した
りしないでください。

専用USB-Cケーブルおよび専用USB-Cカーチャージャーを使用後は、本製品から取
り外し、お子さまの手の届かない場所に保管してください。お子さまの体にケーブルが巻
き付くなど、思わぬ事故につながるおそれがあります。

お子さまや他の乗員が乗り降りする際は、ケーブルに足や体を引っ掛けないよう十分ご注
意ください。転倒によるケガや、本製品やケーブル、カーチャージャーの破損の原因とな
ります。
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03
専用USB-Cケーブルのもう一方のプラグをベース先端部の裏側（コントロールパネル
の下側）にあるUSB-C入力ポート（DC12V/2.5A）に接続します。

04
自動車のエンジンスイッチ（電源ポジション）を「ACC」
または「ON」にすると、自動的に本製品の電源が入ります。
アクセサリーソケットからの給電により、電動ファン、電
動リクライニング機構が使用できるようになります。

本製品は12V 車専用です。24V 車（大型トラックなど）のアクセサリーソケットに接続
すると、基盤の破損や過熱、発火のおそれがあります。
専用USB-Cケーブルを車のシートレールやドア、チャイルドシートの可動部に挟まない
よう配置してください。断線やショート（短絡）による火災の原因となります。
接触不良による発熱の危険がありますので、アクセサリーソケット内部にゴミやホコリが
溜まっていないか確認してから専用USB-Cカーチャージャーを差し込んでください。
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05
使用後は、専用USB-Cカーチャージャー、専用USB-Cケーブルを取り外して、お子さ
まの手の届かない場所に保管してください。

取り外しかた

01
あらかじめ専用USB-Cカーチャージャー、専用USB-Cケーブルを取り外しておきます。

本製品を取り外す際は、必ず先に専用USB-Cカーチャージャーおよび専用USB-Cケー
ブルを取り外してください。接続したまま取り外すと、突然電動リクライニング機構が動い
たり、ケーブルが周囲に引っ掛かるなどして、ケガや製品の破損を招くおそれがあります。

02
ISOFIX アジャストボタンを押し込んで、本製品を手前に引き出します。

エンジンが停止した状態で電動機能を長時間使用しないでください。車のバッテリーが上
がり、エンジンがかからなくなるおそれがあります。
車種によってはエンジンを切った後もアクセサリーソケットに通電し続ける場合がありま
す。降車時は必ず専用USB-Cカーチャージャーを抜いてください。
お子さまの飲みこぼしや雨などで、コントロールパネルや接続端子を濡らさないでくださ
い。電気回路の故障や感電、過熱の原因となります。
冬場の車内などで急激な温度変化により内部結露が生じた場合、完全に乾くまで通電を
控えてください。
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①Aのリリースボタンを押しながら、
②Bのリリースボタンを押すと ISOFIXコネクターのロックが
解除されますので、そのままベースを手前に引いて ISOFIX
固定装置（ロアアンカー）から抜き取ります。

左右のリリースボタンを同時に操作しながら、本製品を手前に引いて取り外します。本
製品を手前に引かないと、ISOFIXコネクターが再度ロックされてしまいます。

片側の ISOFIX コネクターが ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）から取り外されてしま
うと、他方の ISOFIXコネクターの取り外しができなくなります。このような場合、再度
ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）に ISOFIX コネクターを押し込んで両方とも固定し
てから、取り外しの操作をやりなおしてください。

ISOFIX ガイドは取り付けたままにしないで
ください。ISOFIX ガイドが紛失、破損し
たり、同乗者がケガをするおそれがありま
す。ISOFIX ガイドは、必ず取り外した上、
お子さまの手の届かない場所で、なくさな
いよう大切に保管してください。

04
ISOFIX ガイドを取り外します。ISOFIX ガイドは
なくさないよう、大切に保管してください。

03
ISOFIX コネクターを ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）から取り外します。左右の
ISOFIXコネクターを同時に操作してください。

AB
①

②

①

リリースボタン

作業スペースが狭くISOFIXコネクターの操作をしにくい場合は、ISOFIX アジャストボ
タンを使って、本製品を少し前方に引き出すと作業がしやすくなります。
参照 P59＞取り外しかた＞ 02
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05
① ISOFIXアジャストボタンを押し込んで、
② ISOFIXコネクターをベースに収納します。

破損や故障、ケガなどのおそれがありますので、本製品をシートから外したらISOFIXコ
ネクターはベース内に収納しておくようにしてください。

①

②

ISOFIX アジャストボタン

06
①サポートレッグアジャストボタン
を操作し、サポートレッグを最も
短い状態にして、

②サポートレッグをベース側に折り
たたみます。 ①

②

サポートレッグアジャストボタン
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お子さまの乗せかた
本製品は、自動車の進行方向に対してシェルを後ろ向きまたは前向きにして使用します
が、使用可能な向きは、お子さまの身長および月齢により異なり、本製品の適合する基
準によって定められています。

お子さまの身長が 76cm以上かつ生後15ヵ月を超えるまでは、後ろ向きモードでのみ
使用可能です。前向きで使用してはいけません。

参照 P13＞使用可能なお子さまの範囲

お子さまの乗せ降ろしは、本製品を正しく自動車の座席に取り付けてから行ってください。
お子さまを乗せた状態で本製品を持ち上げたりすると、転倒したり、お子さまが落下した
りするなどして思わぬ事故につながるおそれがあります。

お子さまを乗せ降ろしする際は、本製品に接続されている専用USB-Cケーブルが体に絡
まないよう十分ご注意ください。転倒や、ケーブルが首や体に巻き付くなどして、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

お子さまの月齢が低い間は後ろ向きモードで使用します。本製品は使用可能な期間の最
後まで（お子さまの身長が105cmかつ体重18.5kgまで）後ろ向きで使用することが
できますが、後ろ向きで使用した場合に、お子さまの足が自動車の座席の背もたれにあ
たるようになったら、前向きにして使用してください。

準　備

01
●本製品が正しく自動車の座席に取り付けられていることを確認してください。

参照 P14＞インファントインサートの使用

身長が60cm未満かつ体重13kg 以下のお子さまは、インファントインサートを取り付
けて使用してください。

参照 P56＞ ISOFIX 固定装置（ロアアンカー）に取り付ける＞ 10＞チェックリスト

●お子さまの月齢、体格に応じてインファントインサートを取り付けてください。

サポートレッグは閉じた状態で完全には固定されていません。本体を持ち上げるとサポー
トレッグが開くことがありますのでご注意ください。
なお、サポートレッグは開いた状態でも固定されませんので、持ち上げる際はご注意くだ
さい。

07
サポートレッグが開かないように片手でサポートレッグを支えて、本製品を自動車から
取り出します。
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参照 P42-44 ＞リクライニング

●お子さまの体格やシート座面、シート背もたれの角度に応じて、リクライニングの角
度を調節してください。新生児期、お子さまの首がしっかりと座るまではリクライニ
ングを最も寝かせた状態にして使用します。

参照 P40-41 ＞サイドインパクトプロテクションポッド（SIPP）

SIPP は、お子さまを乗せて使用する状態でドア側になるように取り付けます。本製品
はシェルが回転しますので、取り付けの向きにご注意ください。

● SIPPが自動車のドア側になるように取り付けられていることを確認します。

●「取使用可能なお子さまの範囲」に応じて、回転ロックレバーをセットします。

参照 P47-48 ＞回転ロック機構

お子さまの乗せ降ろし
お子さまの乗せ降ろしのしかたは、後ろ向きモードでも前向きモードでも基本的には同
様です。
ただし、適切な肩ベルトの高さなど、後ろ向きモードと前向きモードでは異なる部分も
ありますのでご注意ください。

図は後ろ向きモードでの使用状態を示しています。

01
あらかじめ肩ベルトを十分にゆるめて
バックルを外しておきます。
参照 P36＞ハーネスの長さ調節
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02
お子さまが受けバックルや差込みタングの上に座らな
いよう、股ベルト（受けバックル）を前側に倒し、左
右の差込みタングを外側に出しておきます。差込みタ
ングは、差込みタング受けに留めておくと、よりお子
さまの乗せ降ろしがしやすくなります。

参照 P35＞差込みタング受け

03
お子さまを楽な姿勢にして本製品に座らせます。背筋
を伸ばして、股ベルト（受けバックル）を起こして両
足の間に入れます。

お子さまは楽な姿勢で座らせてください。座りかたが浅すぎたり、深すぎたりしないよ
うにご注意ください。

後ろ向きの場合

前向きの場合

浅すぎる 深すぎる
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誤った姿勢で乗せるとお子さまがハーネスを正しく装着できず、衝突や急制動の際にお子
さまが本製品から飛び出すなどして思わぬ事故につながるおそれがあります。必ずお子さ
まを正しい姿勢で本製品に乗せてください。

04
ハーネスが十分にゆるんでいることを確認して
ください。
①肩・腰・股の各ベルトにねじれがないことを
確認しながら、お子さまの腕を肩ベルトに通
します。 肩ベルト（パッド）を肩にあわせて、
②腰ベルトが骨盤の上を通るように調節して、
③「カチッ」と音がするように、しっかりとバッ
クルを留めます。

ハーネスにねじれがあると本製品が所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがありま
す。バックルを留める前に、肩ベルト、腰ベルト、股ベルトにねじれがないことを確認して
ください。

肩ベルトの高さの調節をおこなうと、さらにハーネスが締め付けられるおそれがありま
す。ハーネスがきつい場合は無理にバックルを留めず、ハーネスをさらにゆるめてから
バックルを留めます。

参照 P33-34 ＞バックルの使いかた

①

③ ②

ハーネスとバックルを正しくお使いください。誤った状態で使用すると、お子さまを適切
に保護することができません。

05
バックルボタンの下部に緑色のインジケーターが表示されている
ことを確認してください。

緑色

差込みタングが受けバックルにしっかりと差し込まれ、緑色のインジケーターが表示され
ていることを確認してください。お子さまが操作されてバックルが外れたりすることもあり
ますので、本製品の使用中は適宜バックルの状態を確認してください。差込みタングを受
けバックルに差し込んでも緑色のインジケーターが表示されない場合は、ご使用にならな
いでください。
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06
ヘッドサポートの高さを調節し、肩ベルトがお子さまの肩の高さに合うように調節して
ください。ヘッドサポートの高さは6段階で調節することができます。

後ろ向きモードで使用する場合は、お子さまの
肩の高さと同じか、またはお子さまの肩の位置
に最も近く、かつお子さまの肩の位置より低い
段階に調節します。

前向きモードで使用する場合は、お子さまの肩
の高さと同じになるように調節します。

後ろ向きモードの場合

後ろ向きモードと前向きモードでは、適切な高さが異なります。それぞれの適切な高さで
調節してください。肩ベルトの高さが適切でないと衝突や急制動の際にお子さまに過度の
負担がかかったり、お子さまが本製品から飛び出したり肩ベルトが首に絡まるなどして思
わぬ事故につながるおそれがあります。

参照 P37＞ハーネスの高さ調節

肩ベルトの高さ調節は、お子さまに負担がかからないよう、やさしく、ゆっくりと操作して
ください。

肩ベルトの高さは使用毎に調節する必要はありませんが、適切な高さになっているか使
用前には確認するようにしてください。
インファントインサートを取り外け、取り外しした場合は肩ベルトの高さ調節が必要と
なります。
また、お子さまの成長に合わせて適宜調節してください。

前向きモードの場合
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07
肩ベルトとお子さまの間に、
①片手の掌を差し込み、
②別の手でアジャストベルトをゆっくりと引いて、締
め付けます。

差し込んだ掌が肩ベルトとお子さまの身体の間に挟
まれる程度まで締め付けるようにします。

アジャストベルトを、勢いよく引っ張らないでください。肩ベルトは、ゆるすぎると落下の
危険があり、締めすぎるとお子さまに負担をかけるため、必ず適切な強さで調節してくだ
さい。

締め付けすぎた場合は、一旦ハーネスをゆるめてから締めなおしてください。

①

②

08
ハーネスが正しい状態になっていることを今一度確認してください。
①肩ベルト（肩ベルトパッド）が、お子さまの肩を通り、
②腰ベルトがお子さまの骨盤の上を通るよう、
必ず確認して、正しくなるように調節してください。

①

②
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お子さまの身長が 76cm以上になり、かつ生後15ヵ月を過ぎるまでは後ろ向きでのみ
使用可能です。前向きで使用してはいけません。

ハーネスを正しく装着していないと、衝突や急ブレーキの際にお子さまを守ることができ
ません。以下を必ず確認してください。
・ハーネスに、ゆるみ・ねじれがないか。
・肩ベルトが身体にフィットしているか。
・肩ベルトが腕や首を圧迫していないか。
・腰ベルトがお腹や太ももの位置にずれていないか。
※使用中も、ベルトがずれたり緩んだりしていないか、こまめにチェックしてください。

09
以下のチェックリストを確認して、各部が正しい
状態になっているか確認してください。正しい状
態になっていない部分がある場合は、正しい状態
にしてから本製品を使用してください。

本製品のバックルはお子さまが外せないよう固くなっていますが、万が一の事故を防ぐ
ため、お子さまの力が強くなってきたら、バックルに触れないよう、日頃から繰り返し言
い聞かせてください。

✓チェックリスト
❶肩ベルトの高さが適切に調節されていること
❷インファントインサートが適切に使用されていること
・身長 60cm未満かつ体重 13kg 以下のお子さまは、インファントインサートを使用してください。
・前向きで使用する場合、インファントインサートは使用できません。
❸ハーネスが適切に締め付けられていること
❹肩ベルト、腰ベルト、股ベルトにねじれがないこと
肩ベルト（肩ベルトパッド）がお子さまの肩の部分を通っていること
腰ベルトがお子さまの骨盤の上を通っていること

❺バックルがしっかりと留まっていること
緑色のインジケーターが表示されていること）

❻お子さまが正しい姿勢で座っていること
❼リクライニングが適切に調節されていること

❶ ❷
❸ ❹
❺

❻

❼
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10
シェルが横向き、または斜め向きになっている場合は「カチッ」と音がするまでシェル
を回転させて固定します。後ろ向きモードで使用する場合は後ろ向き、前向きモードで
使用する場合は前向きにして固定してください。軽くシートを動かして、後ろ向きまた
は前向きで確実に固定されていることを確認してください。

前向きモードは、身長76cm以上、かつ
生後15ヵ月を超えてから使用可能

お子さまがシートベルトにひっかかったり、お子さまの手
足が座席と本製品の間にかかっていたりすると、ケガを
するおそれがあります。シェルを回転させる際には、お
子さまの安全を確認して、ゆっくりと回すようにしてくだ
さい。

シェルは後ろ向きまたは前向きにして確実に固定してく
ださい。シェルを横向きや斜めの状態にして使用しては
いけません。

参照 P47-49 ＞シェルの回転

後ろ向きモードの場合 前向きモードの場合
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勢いよくお子さまを降ろすと、肩ベルトから完全に腕が抜けていない場合などに思わぬ事
故につながるおそれがあります。お子さまがハーネスなどに引っかからないように注意し
ながら、ゆっくりと降ろすようにしてください。

12
お子さまを降ろした後、バックルを留めてシェルは使用していた向き（後ろ向き、また
は前向きのいずれか）にして固定しておいてください。

11
お子さまを降ろすには、降ろしやすい方向にシェルを回転させます。
バックルを外してお子さまの腕を肩ベルトから抜き、ゆっくりとお子さまを降ろしてく
ださい。

コントロールパネル
コントロールパネルは、取り付け操作時にも使用しますので、必ず所定の電池ボックス
に電池を入れておいてください。

液漏れによる故障、破損を防ぐため、本製品を長期間に渡って使用しない場合は電池を
取り外しておいてください。

各ボタンの動作

電源スイッチ

ロック／アンロックボタン

ファンスイッチ

リクライニングスイッチ（UP）

リクライニングスイッチ（DOWN）

電気回路の故障や感電、異常の原因となるおそれがありますので、お子さまの飲みこぼし
や雨などでコントロールパネルを濡らさないようにしてください。

操作はタッチ式のため、押す位置やタイミングによっては反応しにくい場合があります。
その場合、押す位置を少しずつ変えてタッチしてください。
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アイコン ボタンの名称 動作 /機能

電源スイッチ

1- 長押しで電源の入／切。
2-USBポートに給電が開始されると自動的に電源が入ります。
3- 操作がない状態がおよそ5 分間続くか、あるいは（12V 電源
が未接続の状態で）バッテリー電圧が低下すると、自動的に
電源が切れます。再度操作するには、電源をオンにしてくだ
さい。

4-ボタン操作が約30 秒間行われないと、コントロールパネル
は自動的にロックされます。

5- 電源を切るには、コントロールパネルのロックを先に解除して
ください。

ロック／
アンロックボタン

1- 長押しでコントロールパネルの操作をロック、解除を切り替え
ます。コントロールパネルの操作をロックすると、お子さまや
他の乗員による誤操作を防ぐことができます。

2-ボタン操作が約30 秒間行われないと、コントロールパネル
は自動的にロックされます。

3-コントロールパネルがロックされた状態でも、電源スイッチと
ロック／アンロックボタンは操作することができます。

4- その他の機能の操作をしたい場合は、リモートコントローラー
によって操作するか、ボタンを長押ししてコントロールパネル
のロックを解除してください。

ファンスイッチ

1- 電動ファンを使用するためには、USBポートからの12V 給電
が必要です。正しく給電されていない状態でボタンを押すと、
液晶画面に給電を促すアイコンが表示されます。

2-コントロールパネルがロックされていると、ボタンを押しても電
動ファンは機能しません。先に「ロック／アンロックボタン」を
長押ししてコントロールパネルのロックを解除してください。

3-USBポートからの12V 給電がないか、コントロールパネルが
ロックされている場合は、ボタンのバックライトが消灯します
（暗く表示されます）。
4-ファンスイッチを短く押すたびに、電動ファンは以下の順で切り替わ
ります。［強］（風量大）→［中］（風量中）→［弱］（風量弱）

　電動ファンを止めるには、ボタンを長押ししてください。

リクライニングスイッチ
（UP）/（DOWN）

1- 電動リクライニングを使用するためには、USBポートからの
12V 給電が必要です。正しく給電されていない状態でボタン
を押すと、液晶画面に給電を促すアイコンが表示されます。

2-コントロールパネルがロックされていると、ボタンを押しても
電動リクライニングは機能しません。先に「ロック／アンロッ
クボタン」を長押ししてコントロールパネルのロックを解除し
てください。

3-USBポートからの12V 給電がないか、コントロールパネルが
ロックされている場合は、ボタンのバックライトが消灯します
（暗く表示されます）。
4-(UP)または (DOWN)ボタンを短く押すと、1回押すごとに、
それぞれリクライニングの角度が1段階変わります。

5-(UP)または (DOWN)ボタンを長押しすると、それぞれ連続
してリクライニングの角度が変わります。

※リクライニングの詳細はP.44を参照してください。
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リモートコントローラー
リモートコントローラーには、CR2032ボタン電池を使用します。

ボタン電池をお子さまが誤って飲み込まないように注意してください。

リクライニングスイッチ（UP） リクライニングスイッチ（DOWN）

MAXリクライニングスイッチ（DOWN）MAXリクライニングスイッチ（UP）

ファンスイッチ（ON）ファンスイッチ（OFF）

アイコン ボタンの名称 動作 /機能

リクライニングスイッチ
（UP）/（DOWN）

1- 電動リクライニングを使用するためには、USBポートからの
12V 給電が必要です。正しく給電されていない状態でボタン
を押してもリクライニングは動作しません。

2-(UP)または (DOWN)ボタンを押すと、1回押すごとに、それ
ぞれリクライニングの角度が1段階変わります。

MAXリクライニングスイッチ
（UP）/（DOWN）

1- 電動リクライニングを使用するためには、USBポートからの
12V 給電が必要です。正しく給電されていない状態でボタン
を押してもリクライニングは動作しません。

2-(UP)または (DOWN)ボタンを押すと、それぞれリクライニン
グの角度が最も立った状態、または、最も倒れた状態に変わ
ります。

ファンスイッチ
（ON/OFF）

1- 電動ファンを使用するためには、USBポートからの12V 給電
が必要です。正しく給電されていない状態でボタンを押して
も電動ファンは動作しません。

2-ファンスイッチ（ON  ）を押すたびに、電動ファンは以下の
順で切り替わります。

　［強］（風量大）→［中］（風量中）→［弱］（風量弱）
3-ファンスイッチ（OFF  ）を押すと電動ファンは停止します。

液漏れによる故障、破損を防ぐため、本製品を長期間に渡って使用しない場合は電池を
取り外しておいてください。
電気回路の故障や感電、異常の原因となるおそれがありますので、お子さまの飲みこぼし
や雨などでコントロールパネルを濡らさないようにしてください。
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液晶ディスプレイ
液晶ディスプレイには、本製品の取り付けや、機能の状態などの情報が表示されます。
取り付け操作時にも表示される内容がありますので、必ず所定の電池ボックスに電池を
入れておいてください。

液晶ディスプレイ

表示 内　容

1- 電池が入っていない、または電池が切れている状態で、USBポートから給電
が開始されると表示されます。電池ボックスに電池を入れる、または電池を
交換してください。

1-12V 給電が開始されていない状態で、12V 給電が必要な操作（電動リクライ
ニング・電動ファン）を行った場合に表示されます。USBポートから給電を
開始してください。

1- 通常使用時の表示です。
　❶シートの向きを示しています。左図の場合は後ろ向きで固定されている状
態を示しています。

　❷リクライニングの段階を示しています。
　❸電動ファンの状態を示しています。
　❹ ISOFIXコネクターの状態を示しています。赤く×が表示されている場合
は、ISOFIXコネクターが正しく固定されていません。

1-シェルを回転させると表示されます。左図は回転がロックされていない状態
を示しています。シェルを後ろ向き、または前向きにしてロックしてください。

2- ロックされると、  の表示に切り替わり、5秒後に通常使用時の画面に戻り
ます。

❷

❷ ❸ ❹

❶

機構部の内部処理タイミングのズレにより、リクライニングの段階が表示されなかった
り、誤った数字が表示される場合がありますが、故障ではありません。
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本製品は、お手入れのために、以下の縫製品を取り外すことができます。
お手入れ後は、取り外した縫製品を必ず（インファントインサートは必要に応じて）取
り付けなおしてください。

お手入れのしかた
カバー類の取り外し、取り付け

本取扱説明書で別段の指示がない限り、部品を取り外して使用しないでください。カバー
類、縫製品類は、安全に関わる重要な部品ですので決して取り外して使用しないでくださ
い。また、同様に本製品に使用されているウレタンなどの衝撃緩衝材、本製品に貼られて
いるラベルやシールも安全に関わる重要な部品ですので、決してはがさないでください。

お子さまが本製品の内部機構に手や指を差し入れてケガをするおそれがありますので、お
手入れのためにカバー類を取り外したら、取り付け直すまでの間は、本体をお子さまの手
の届かない場所で保管するようにしてください。

シートカバーを取り外すと、本製品の内部機構が見える状態になります。内部の機構に手
を加えたり、触らないようにしてください。また、内部にゴミなどが入ると誤作動につなが
るおそれがありますので、シートカバーを取り外した本製品は、カバーを被せるなどして保
護しておいてください。

シートカバー
ヘッドサポートカバー

インファントインサート
肩ベルトパッド

股ベルトパッド
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以下を参照してインファントインサートを取り外し、取り付けします。

参照 P38-40 ＞インファントインサート

02
取り付けは逆の手順で行います。股ベルトパッドは必ず
取り付けてください。

股ベルトパッド

01
股ベルトパッドは、股ベルトパッド内側に縫い付けてある固定ベルトのホックボタンで
留めてあります。
①ホックボタンを外して、②股ベルトパッドを取り外してください。

①

②

ホックボタン

股ベルトパッドが取り付けられていないと、本製品が所定の安全性能を発揮できません。

インファントインサート
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➡

肩ベルトパッド
01
あらかじめバックルを外しておきます。
①肩ベルトパッドの面ファスナーを外して開きます。
②肩ベルトを外に抜いておいてください。
③ eフックから、肩ベルトパッドのループを抜き、肩ベルトパッドを取り外します。
左右とも同じようにして肩ベルトパッドを取り外してください。

肩ベルト

面ファスナー

ループ

①

②

③
eフック

肩ベルトパッドはハーネスには固定されていません。eフックに固定されています。肩ベ
ルトは eフック上に重ねられています。

02
肩ベルトパッドを取り付ける際には、向きに注意してください。nunaのロゴがある側
を向かって右にして、滑り止め加工されている側をお子さまの身体側にして取り付けま
す。図を参照して正しい向きで取り付けてください。
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①最初に、ループをeフックに差し込んで取り付けます。しっかりと差し込んでください。
② eフックに重ねるように肩ベルトを乗せて、
③面ファスナーで肩ベルトを挟み、
④肩ベルトパッドをたたんで、面ファスナーで固定します。
左右とも同じようにして肩ベルトパッドを取り付けてください。

➡eフック

ループ

肩ベルト
①

②

③

④

使用中に肩ベルトパッドが開くおそれがありますので、肩ベルトを面ファスナー（③の部分）
に重ねないでください。肩ベルトは面ファスナーの下側になるようにしてから、面ファスナー
を留めてください。

面ファスナー

面ファスナー

eフック

ループ

使用中に肩ベルトパッドが外れるおそれ
があります。ループは、ｅフックに完全に
通してください。
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ヘッドサポートカバー

01
あらかじめ、キャノピーを取り外しておきます。

参照 P45-46 ＞キャノピー

02
ヘッドサポートを最も高い位置に調節します。

参照 P37＞ハーネスの高さ調節

03
ヘッドサポート後部のヘッドサポートアジャスト
レバーの左右に留めてあるヘッドサポートカバー
のホックボタンを外します。左右とも外してくだ
さい。

ヘッドサポートが低い位置に調節されている
と、ホックボタンは取り外しできません。

ホックボタンは固めです。注意して取り外し、取り付けしてください。

04
左右のキャノピースロットの周囲に差し込まれてい
る通し穴の生地を抜いて、ヘッドサポートカバーを
前方にめくります。
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05
取り付けは逆の手順で行います。

シートカバー

01
①シェルの側面左右でシートカバーを留めているホックボタンを外し、
②回転レバーの縁に沿って差し込まれているシートカバーの生地（通し穴）を抜き出し
ておきます。左右とも同じようにしてください。

①

②

02
①背もたれの中央あたりに留めてある左右のホック
ボタンを外します。

②シートカバー前端の裏側でアジャストベルトを留
めている面ファスナーを外して、

③シートカバーの通し穴からアジャストベルトを抜
きます。

④受けバックル（股ベルト）をシートカバーの通し
穴から抜きます。

①
①

② ③

④

通し穴
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03
SIPPスロットに差し込まれている
シートカバーの生地（通し穴）を抜
き出します。

取り付け時には、SIPPスロット部（左右）、
回転レバー部（左右）の順で差込口を取
り付けてください。左右いずれか片側の
SIPPスロット部と回転レバー部両方に
シートカバーを先に差し込むと、反対側
の作業が難しくなります。

04
シートカバーを前方に取り外します。

05
ヘッドサポートカバー、シートカバーの取り付け
は逆の手順で行ってください。

通し穴
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以下のカバー類、パッド類は、洗濯機で洗濯が可能です。
注意事項をお守りいただき、お手入れしてください。

お手入れの方法

カバー類、パッド類

・シートカバー※

・ヘッドサポートカバー※

・インファントインサート
洗濯できませんので、ボディサポートのクッションは取り外してください。
洗濯できませんので、ヘッドパッドのクッションプレートは取り外してください。
・肩ベルトパッド
・股ベルトパッド
※シートカバー、ヘッドサポートカバーの下部には樹脂製のプレートが取り付けられてい
ます。このプレートは外すことができませんので、洗濯時は折り曲げないように注意し
てください。

液温30℃以下の水で弱水流にした洗濯機で洗濯が可能です。
洗濯時には取扱説明書を取扱説明書ホルダーから抜いてください。
洗濯機をご使用になる際は、重量の偏りに注意してください（特に脱水時）。
汚れがひどい場合には、中性洗剤を使用してください。洗剤を使用した場合には、しっ
かりとすすいで、洗剤を完全に落としてください。
軽く絞って、形を整えて日陰で吊り干ししてください。
取り付けは、よく乾かしてから行ってださい。
留めることができる面ファスナー、ホックボタンは留めておいてください。

●
●
●
●

●
●
●

・塩素系、酸素系ともに漂白剤は使用できません。
・タンブル乾燥処理はできません。
・日陰でつり干し乾燥してください。
・アイロンは使用しないでください。
・商業クリーニング、ドライクリーニングはしないでください。
・ガソリン、シンナーなどの有機溶剤を使用しないでください。
・きつく絞らないでください。
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本体（シェル、ベース）・リモートコントローラー

ISOFIXコネクター
差込みタング／受けバックル
ベルト／ハーネス類
衝撃吸収材
リモートコントローラー
お湯または水に浸してきつく絞った柔らかい布で汚れをふきとってください。洗剤類な
どは使用しないでください。

樹脂部分・その他の金属部分
お湯または水に浸してきつく絞った柔らかい布で汚れをふきとってください。汚れがひ
どい場合には、水で薄めた中性洗剤を浸してきつく絞った柔らかい布で汚れをふき取っ
てください。洗剤を使用した場合は、お手入れ後に洗剤をしっかりとふき取ってくださ
い。

内部の機構部
内部や、手の届かない場所のお手入れは、市販のエアダスターを使用するか、掃除機を
使用してゴミやほこりを吸い取るようにしてください。

市販のウエットタオル（ウエットティッシュ）や赤ちゃんのお尻ふきは、樹脂部分のお手入
れに使用しないでください。含まれる成分によっては、樹脂が劣化、変質するおそれがあ
ります。

ガソリン、シンナーなどの有機溶剤、その他の溶剤を使用しないでください。樹脂部品に
影響を与え、ウレタンなどの衝撃吸収材を溶解し、変質、変形させるおそれがあります。

水を直接かけないでください。サビが発生し、本製品が正常に機能しなくなるおそれがあ
ります。

油類などの潤滑剤は使用できません。潤滑剤を使用すると、大変危険です。絶対に使用
しないでください。

受けバックルの内部
受けバックルの内部は、ご家庭の掃除機でゴミやほ
こりを吸い取るか、市販のエアダスターで中のゴミ、
ほこりを吹き飛ばすようにしてください。
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保管のしかた
長期間使用しない場合、本製品は自動車の座席から取り外した上で正しく保管してくだ
さい。

ほこりがバックル内に入らないよう、保管時は本製品のバックルを留めておくようにし
てください。

直射日光の当たらない、寒暖差の激しくない、湿気の少ない室内で保管してください。

雨風のあたる場所、露天では保管しないでください。

本製品の上に物を乗せて保管しないでください。

保管時、専用USB-Cケーブルはベースから抜いておいてください。

長期間使用しない場合は、本体、リモートコントローラから電池を抜いておいてください。

廃棄のしかた
本製品を廃棄する際には、お住まいの自治体の指示に従い、正しく廃棄するようにして
ください。
また、再利用による事故を防ぐため「廃棄品・使用不可」と明示し、シートカバーを破
るなどして、再利用ができない状態にして廃棄するようお願いいたします。



84



85



nu
na

1. 2. 3. 4. 5. 6. w
w

w
.k

at
oj

i.c
o.

jp



nu
na

1. 2. 3. 4. 5. 6. w
w

w
.k

at
oj

i.c
o.

jp



2602_01


